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Ⅰ章 葬儀業を取り巻く社会背景 

わが国の死亡者数は増加しており、今後も増加

を続けます。今後の葬儀業界においては、地域コミ

ュニティのインフラ産業として、より一層の社会的

役割が求められます。 

わが国の平均寿命は年々上昇し、将来的にもこ

の傾向は続きます。高齢者が超高齢者を看取る時

代になったと言えます。喪主や喪家の方々自身が

高齢者となります。今後の葬儀業は、高齢者を主

要顧客とした、安心と信頼のあるサービス提供が

求められます。 

 

Ⅱ章 葬儀業における高齢者活用の実態 

 ～葬儀業高齢者活用実態調査より～ 

 葬儀事業者の従業員数をみると、10人未満の事

業者が、全体の約 6割を占めます。葬儀事業者の

具体的な業務内容については、「自社の従業員で

実施する業務」と「外注して実施する業務」別に尋

ねています。自社の従業員で実施している業務と

しては、「葬儀一式の担当」をはじめ、「葬儀会場の

設営」「夜間の受付・対応」「夜間以外の受付・対

応」「葬具在庫管理」「経理」「事務（経理以外）」な

どを、9割以上の事業者が実施しています。「飲食

会場関連業務」、「生花・飾り付け」、「返礼・ギフト

等アフター業務」は半数以上の事業者が外注によ

ってサービスを提供しています。6 割弱の事業者が、

60歳以上の従業員を活用しています。 

Ⅲ章 葬儀業における高齢者の活用に向けて 

 

①高齢者が地域コミュニティに貢献する 

地域コミュニティが崩壊しつつあると言われる現

在も、多くの地域では、お葬式の時には近隣の住

民の皆さんが集まることでしょう。今、葬儀事業者

は、地域の社会基盤の担い手としての役割が求め

られています。 

地域内で幅広いネットワークを有する高齢者が

社内にいない、またそのような高齢者を雇えない場

合もあるでしょう。ある事業者では、高齢者の趣味

を活かした新たなネットワークを構築するためにサ

ークルへの参加を促したり、日々の清掃活動によ

って、近隣の方々から信頼を得るような取り組みを

実践しています。 

地域住民一人ひとりにとって、葬儀は頻繁に発

生するものではないかもしれませんが、いざ葬儀を

するときは、地域に信頼の出来る高齢者がいる葬

儀事業者、あるいは以前お世話になった葬儀業者

に相談をしてくることでしょう。高齢者が地域コミュ

ニティに貢献することは、長い目で見れば、効果の

大きい営業活動になっています。 

高齢者が地域コミュニティに貢献するためには、

新たに高齢者に訓練や学習をしてもらう必要は無く、

既に高齢者が有している知識・経験・能力を自然に

引き出すことで大きく貢献できます。 

 

  

 葬儀業高齢者活用推進の手引き 
～高齢者の活用によって、経営パフォーマンスを高める～ 
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当手引きでは、葬儀業で高齢者を活用することの意義として３つのポイ

ントと、それらを実現させるための雇用管理に関しての１つのポイントに

沿って各社の課題に対する対応策を紹介しています。高齢者ならではの

地域に根差した経験を活かすためのヒントが詰まっています。 

 



 葬儀業高齢者雇用ガイドライン 

   

 

②高齢者が信頼・安心を与える顧客対応を行う 

それぞれの葬儀において、事情は様々です。遺

族が悲嘆に暮れて精神的に不安定な場合もあれ

ば、葬儀施行時にトラブルが発生するようなケース

もあります。顧客に対して信頼・安心を与えるため

に、葬儀業界では、高齢者が様々な点で有利であ

るのも事実です。 

例えば、高齢者の場合は、年齢が近い高齢者が

対応することで、顧客の不安やニーズを汲んで、丁

寧に対応することができます。また、人生経験豊富

な高齢者は、遺族感情に寄り添った対応が可能で

すし、地域のしきたり等に関する知識も豊富です。

また自身の経験に基づいて、トラブルを収束してく

れたりすることもあります。葬儀業において、高齢

になっても働いている従業員が多い要因の一つは、

サービス業の生命線である、「顧客に対する信頼・

安心」が自然と確保できるからかもしれません。 

 

③高齢者と若年者の協働作業でお互いを補完し、

波及効果を創出する 

若年者にとっては、高齢者と一緒に仕事すること

でそのノウハウが自然に身につく効果があります。

また、高齢者にとっては、若年者に教えること自体

がやり甲斐に繋がるとともに、その経験を若年者に

伝えていくことが出来ます。 

組織は、若年者ばかりでも、高齢者ばかりでもう

まくいきません。若年者と高齢者をうまく組み合わ

せて、協働作業を行うことで、互いの不得意部分な

どを補完することによって、波及効果を創出するこ

とに取り組みましょう。年代間のギャップがあると思

われる若年者と高齢者ですが、年代毎にも得手不

得手はあります。一緒に仕事をすることによって、

それらを補完しながら、互いの長所を発揮できるよ

うな関係が構築できることでしょう。このような関係

を意識的に作り出すことによって、若年者の教育

訓練や高齢者のモチベーションの維持・向上を効

果的に実施することができ、副次的効果として、職

場の和やかな雰囲気も醸成されることになります。 

 

④高齢者の能力・意識・役割を意識した雇用管理

を行う 

 葬儀業において高齢者を活用するための意議と

して３つのポイントを紹介してきましたが、それらを

実現するためには、いくつかの雇用管理上の留意

点があります。例えば、定年後に、非正規社員とし

て再雇用し、処遇が低下する場合は、その分業務

量や業務責任を軽減させなくてはいけませんし、与

える役割も無理のないものにする必要があります。

また、健康管理面での配慮や、やる気を向上させ

るための工夫なども必要です。これらの点を配慮し、

適切な雇用管理が出来れば、葬儀業における高

齢者の活用は、事業者にとって大きな効果を発揮

します。経営パフォーマンスを高める結果をもたら

すことでしょう。 

 

 

当手引きでは、よくある疑問・課題に対応した各社の対

応例を紹介しています。具体例を参考にしながら自社

と照らし合わせて検討することができます。 

 

Check！ 

Check！ 

 


